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グループA（看護） グループB（看護）グループB（看護）
発表者：丹羽 輝（神奈川県立精神医療センター 看護師）
• みんなが体験している。
• 他職種から意見を聞くのは大切。
• 医師から患者の理解をカンファで伝えてもらう。
• 患者のいいところ、意外な点を見れたりすると見方

が変わるのではないか。
• 始めの 1 か月は怒りのコントロールをしていたの

ではないか。スタッフが安心して話せる人になって
いけたらよいのではないか。

• 一般的な許容範囲を伝える。
• Dr も薬剤調整に困っていたのではないか。Dr を巻

き込むといいのではないか。

発表者：山崎 由紀（しのだの森ホスピタル 看護師）
• とても孤独な人だったのではないか。自分のことを

見てほしい思いが攻撃の表出になったのではない
か。

• ナースは妻の代わりになっていた。
• スタッフも一人で抱え込ませない。役職者に対応し

てもらう、主治医に対応してもらうなど。

グループC（看護） グループD（看護）グループD（看護）
発表者：小畑 悠大（可也病院 看護師）
• 患者さんが自分を守るために行動しているので、わ

かりやすい説明が必要。
• 自分をどうしたいかを再確認していく必要がある。
• カンファレンスも重要だが、ふとした雑談も大事。

発表者：松島 明日香（不知火病院 看護師）
• 甲状腺の影響も大きいのではないか。そのことで

Dr の判断を仰ぐ必要がある。
• 幼少期の体験として、自分の感情を出せない、愛着

の問題がある。それがイライラの表出へとつながっ
ている。

• 職員間の情報共有が必要。
• 職業や役職を活用して、患者の不安を聴く。

グループ E（CP）
発表者：中村 真由美（松原病院 心理職）
• 多職種間の情報共有につきる。
• 心理職として、心理検査の結果の活用ができるのではないか。客観的に怒りを感じられるように。
• この人の強みを見つけていく。
• ストレスケア病棟でどこまで対応できるのか、どういう場合に別の選択肢を選ぶのか。
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グループ F（OT) グループG（OT）
発表者：越阪部 みのり（草津病院 作業療法士）
• どこをゴールとして、どこを扱うのか。
• 怒りの発散として、活動の中で漏らされる本人の思

いがある。
• アクティビティを通して受容される体験につなが

るのではないか。
• 不満の聞き役。
• 不器用な場面、どういうところに怒りを感じやすい

のかについて、集団の中で評価していけるのではな
いか。

発表者：山口 佳良子（虹と海のホスピタル 作業療法士）
• 守ってもらえる立場から、お客ではないと立場の変化。
• お母さん像、お父さん像をスタッフに重ねている。
• 患者さんと OT の関係について。お互いが尊重でき

る関係作り、患者さんの思いを言語化していける関
わりができるのではないか。

• 怒りをどう受け止めていくか。それが受け止められ
る体験につながる。

• 繰り返しやり取りしていく。その中で上司への怒り
などが出てきたら、集団の中で取り扱っていけるの
ではないか。

• 陰性感情をむけたスタッフに対して、患者の思いや
患者についての理解を伝える。

グループH（PSW） グループ I（PSW）
発表者：和田 祐己（養南病院 精神保健福祉士）
• PSW として。看護師さんの後方支援や相談に乗る

ことができるのではないか。
• 患者さんに対して、理解していける姿勢を示してい

けるのではないか。
• 本人の孤独感について、他の家族の支援の可能性を

あたっていく。
• 本人支援と家族支援の方向性の違い。PSW の職種

としては葛藤を感じる。
• 本人、家族のそれぞれの思いがある。家族の話し合

いができる場が持てれば、何か支援ができるのでは
ないか。

発表者：梶内 千恵（阪南病院 精神保健福祉士）
• 病棟でも同じことが起こっている。
• 怒りを扱いながら支援にあたっていかないといけない。
• PSW として。現場では苦情係としてクレームを受け

取ることが多い。治療・管理的な関わりと違う人と
して見られているからこそ話されるのではないか。

• 関わった人が悪い訳ではない。何が問題だったのか
を話しあうことでチーム力は増していくだろう。

• この入院ですべてを取り上げることはできない。ど
こを取り上げるのかを考えていくことが必要。

• 支援が本人の退行を後押ししてしまう可能性も考
慮する。
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グループA（看護） グループB（看護）グループB（看護）

不知火病院

山本　幸　

不知火病院

大島　和也

尾田　寿子 大神　万里子

中山　美希 上妻　裕美

白石　美桜 養南病院 小寺　公彦

神奈川県立精神医療センター 丹羽　輝 しのだの森ホスピタル 山崎　由紀

しのだの森ホスピタル 竹井　美佐子 可也病院 副島　和樹

松原病院 平木　茜 松原病院 前田　正愛

西八王子病院 松本　授希 西八王子病院 朝倉　千比呂

虹と海のホスピタル 石橋　流美子 阪南病院 藤井　千枝

草津病院 桑本　康生 草津病院 木村　由美子

松原病院（医師） 松原　六郎 あさかホスピタル（医師） 佐久間　啓

グループC（看護） グループD（看護）グループD（看護）

不知火病院

鍋田　幸那

不知火病院

山下　仁

手嶋　智代子 松島　明日香

深町　昌吾 大坪　華澄

武田　一大 神奈川県立精神医療センター 中満　千夏

しのだの森ホスピタル 鈴木　梓 戸田病院 有泉　洋子

養南病院 村上　誠治 可也病院 中山　幸俊

可也病院 小畑　悠大 阪南病院 小路　優一朗

松原病院 坂井　辰徳 虹と海のホスピタル 岩田　由和

虹と海のホスピタル 宮﨑　由美 しのだの森 ( 事務） 佐藤　美奈子

しのだの森ホスピタル ( 医師） 信田　広晶 阪南病院（医師） 黒田　健治

不知火病院（医師） 奥村　幸祐

グループ E（CP）

不知火病院

坂梨　徹 松原病院 中村　真由美

牛堂　李奈 阪南病院 山田　理美

高橋　さやか 虹と海のホスピタル 柴山　旺子

養南病院 飯田　高数 阪南病院（医師） 松島　章晃

可也病院 関　あや乃 草津病院（医師） 中津　啓吾

グループ F（OT) グループG（OT）

不知火病院
徳永　直也

不知火病院
龍　章江

中隈　弥生 田嶋　祐一郎

阪南病院 古川　真弓 しのだの森ホスピタル 戸﨑　花恵

養南病院 林　昌吾 可也病院 小林　真司

松原病院 本間　章子 西八王子病院 藤澤　伸一

可也病院 大賀　優 虹と海のホスピタル 山口　佳良子

草津病院 越阪部　みのり 下関病院           西山　英里

下関病院          岩崎　僚太 会長（医師） 徳永　雄一郎

下関病院（医師） 水木　寛 神奈川県立精神医療センター（医師） 伊津野　拓司

虹と海のホスピタル（医師） 進藤　太郎 養南病院（医師） 杉浦　康介

グループH（PSW） グループ I（PSW）

不知火病院
奥園　あゆみ

不知火病院

佐藤　圭

岩橋　怜花 米村　加奈恵

養南病院 和田　祐己 尾本　秀嗣

松原病院 式部　和也 養南病院 澤田　真名美

しのだの森ホスピタル 坂下　真央 阪南病院 梶内　千恵

草津病院 山中　理恵子 虹と海のホスピタル 岩橋　幸枝

可也病院 平川　博之 不知火病院（医師） 髙田　和秀

東京医科大学病院（医師） 市来　真彦 可也病院（医師） 栗田　輝久

阪南病院（医師） 門間　太作 西八王子病院（医師） 高島　宗煥
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病　院　名 氏　名 職　種

会長 徳永　雄一郎 医師
東京医科大学病院 市来　真彦 医師
戸田病院 有泉　洋子 看護師
松原病院 松原　六郎 医師

坂井　辰徳 看護師
平木　茜 看護師
前田　正愛 看護師
本間　章子 作業療法士
中村　真由美 心理士
式部　和也 精神保健福祉士

草津病院 中津　啓吾 医師
桑本　康生 看護師
木村　由美子 看護師
越阪部　みのり 作業療法士
山中　理恵子 精神保健福祉士

あさかホスピタル 佐久間　啓 医師
可也病院 栗田　輝久 医師

副島　和樹 看護師
中山　幸俊 看護師
小畑　悠大 看護師
大賀　優 作業療法士
小林　真司 作業療法士
関　あや乃 心理士
平川　博之 精神保健福祉士

養南病院 杉浦　康介 医師
小寺　公彦 看護師
村上　誠治 看護師
林　昌吾 作業療法士
飯田　高数 心理士
澤田　真名美 精神保健福祉士
和田　祐己 精神保健福祉士

阪南病院 黒田　健治 医師
松島　章晃 医師
門間　太作 医師
小路　優一朗 看護師
藤井　千枝 看護師
古川　真弓 作業療法士
山田　理美 心理士
梶内　千恵 精神保健福祉士
小田　真由美 事務

西八王子病院 高島　宗煥 医師
松本　授希 看護師
朝倉　千比呂 看護師
藤澤　伸一 作業療法士

しのだの森ホスピタル 信田　広晶 医師
山崎　由紀 看護師
鈴木　梓 看護師
竹井　美佐子 看護師
戸﨑　花恵 作業療法士
坂下　真央 精神保健福祉士
佐藤　美奈子 事務

病　院　名 氏　名 職　種

虹と海のホスピタル 進藤　太郎 医師
石橋　流美子 看護師
岩田　由和 看護師
宮﨑　由美 看護師
山口　佳良子 作業療法士
柴山　旺子 心理士
岩橋　幸枝 精神保健福祉士

神奈川県立精神医療センター 伊津野　拓司 医師
中満　千夏 看護師
丹羽　輝 看護師

下関病院 水木　寛 医師
岩崎　僚太 作業療法士
西山　英里 作業療法士

不知火病院 松下　満彦 医師
奥村　幸祐 医師
髙田　和秀 医師
久保　敏弘 医師
島松　まゆみ 医師
大神　万里子 カウンセリングナース
尾田　寿子 カウンセリングナース
手嶋　智代子 カウンセリングナース
山下　仁 カウンセリングナース
古賀　久美子 カウンセリングナース
原　恭美　　 看護師
行武　亜由子 看護師
山本　幸　 看護師
荒木　文枝 看護師
大島　和也 看護師
大坪　華澄 看護師
上妻　裕美 看護師
白石　美桜 看護師
武田　一大 看護師
中山　美希 看護師
鍋田　幸那 看護師
深町　昌吾 看護師
松島　明日香 看護師
前田　佐織 精神保健福祉士
木下　智治 精神保健福祉士
佐藤　圭 精神保健福祉士
岩橋　怜花 精神保健福祉士
奥園　あゆみ 精神保健福祉士
尾本　秀嗣 精神保健福祉士
米村　加奈恵 精神保健福祉士
山本　久美子 作業療法士
徳永　直也 作業療法士
田嶋　祐一郎 作業療法士
中隈　弥生 作業療法士
龍　章江 作業療法士
杉本　浩利 心理士
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病　院　名 氏　名 職　種

不知火病院 牛堂　李奈 心理士
坂梨　徹 心理士
高橋　さやか 心理士
加倉　百合子 臨床検査技師
大山　功一 事務
江口　知宏 事務
黒田　美樹 事務
下舞　雅美 事務
下河　広倫 事務
江崎　洋幸 事務
徳永　威一郎 事務
飛永　美智子 事務
長谷川　久美子 事務
田端　瞳 アーユルヴェーダ　ドクター
倉地　摩紀子 アロマセラピスト
吉富　佳澄 アロマセラピスト

不知火クリニック 大仁田　広恵 心理士
福島　尚子 看護師
宮崎　萌子 看護師




